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導入装置のご案内
当院では、2019 年 3月より新しいＸ線骨密度測定装置を導入しました。
骨粗鬆症の診断や治療効果の判定検査ができます。
骨密度とは骨を構成しているカルシウムなどのミネラル類が、骨にどれ
くらい詰まっているかを表すもので、骨の強さを示す指標です。この骨
密度の状態を調べる検査が骨密度測定です。
Ｂ-Ｃｕｂｅは、2種類の特性の異なるセンサーを利用した方式の採用
により、通常の胸部レントゲン撮影の約 1/10 の放射線量で撮影ができ、
人にやさしい検査となりました。
また、以前の装置と比べて測定時間も約 2分から約 15 秒で測定が可能
になり、画期的に時間短縮できるようになりました。
前腕測定部の形状を、左右をオープンにした開放的なデザインにより、
患者様の負担を軽減することができ、車椅子ご利用の患者様や体の不自
由な方まで無理なく測定が可能になりました。
最近、歩くのが遅くなった、筋肉量が落ちたと思われる方は、骨密度検
査をオススメします。
検査ご希望の場合は、当院スタッフにお尋ねください。


